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第１章  事業概要   

1-1 事業目的 

本事業の目的は以下のとおりである。 

祖母山・傾山・大崩山系、九州中央山地、霧島山系の森林地域（以下「九州中央山地等

地域」という。）においては、人工林でのシカによる剥皮被害等に加え、天然林においては

シカにより下層植生が食害を受けているなどの状況にある。 

天然林は、本来、動植物相の多様性に富んでいるが、シカが高密度で生息していること

により、林内の低木・草本類等の下層植生に食害を受けるとともに、中・上層木において

も剥皮害やこれによる立ち枯れ等が発生し、希少種の絶滅や種の多様性の観点からも問題

となっている。 

このことから、九州中央山地等地域の森林（人工林、天然林）において、シカによる被

害状況やシカの生息・移動状況等を把握した上で、森林の多様性の保全や国土保全等の観

点から、重点取組地区を設定し、民有林とも連携しながら森林生態系の保全のための植生

の保護・再生方策、シカの個体数調整方策、捕獲後の利活用調査等を含むシカに関する総

合的な対策を検討する。 

 

 1-2 事業実施地域 

 本事業における事業対象地域は図 1-2-1 のとおりである。また、植生の保護・再生手法

の検討対象箇所等位置図は、図 1-2-2 のとおりである。尚、GPS テレメトリー法等による

調査分析箇所として、過年度に調査した白髪岳地域、大分西部地域も含む（該当森林管理署

等：熊本森林管理署・熊本南部森林管理署・大分西部森林管理署・大分森林管理署・宮崎北部

森林管理署・西都児湯森林管理署・宮崎森

林管理署・宮崎森林管理署都城支署・北薩

森林管理署・鹿児島森林管理署）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図 1-2-1 事業対象地域位置 図 1-2-2 調査地点位置図 
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 1-3 事業実施期間 

  本事業における実施期間は以下のとおりである。 

   自：平成 24 年 10 月 10 日 

至：平成 25 年 ３月 15 日 

 

1-4 事業方針 

実施にあたっては次の仕様書に準拠するとともに、これらに定めのない事項については

委託者との打合せ協議によって定めるものとする。 

○平成 24 年度野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査事業(九州中央山地地域) 

仕様書 
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1-5 事業実施フロー 

本事業の実施フローを図 1-5-1 に示す。また、各調査の実施地域を表 1-5-1 に示す。 

 

図 1-5-1 事業実施フロー 

・ 誘引捕殺に関する調査 
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